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強効果
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【目的】 デンドリマーは規則的な多分岐構造を持つ球状の高分子であり，薬剤キャリア

としての応用研究がなされている．我々は酵素を用いて高分岐ポリマー（グルカンデンド

リマー；GD）を合成する技術を確立した．GD は単分子であり，合成条件を変えることで，

分子の平均粒子径を 10 nm から 50 nm の範囲で任意に設定することができる．また，

GD の末端にグルクロン酸やグルコサミンを修飾することにより，抗原ペプチドやタンパク，

糖鎖，核酸など，種々の機能性分子を GD 分子表面に導入することが可能である．本研

究では，GD の薬剤キャリアとしての有効性を検討した． 
【方法】 蛍光標識 GD を作製し，マウスに投与したときの体内移行性を生体内イメージ

ングシステムで観察した．また，OVA ペプチドを結合した GD，および核酸アジュバントで

ある CpG を結合した GD を作製し，マウスに投与したときの抗原特異的免疫活性（抗体

価，CTL 活性）および抗腫瘍効果を測定した． 
【結果および考察】 
GD は薬剤の血中滞留性を高めた．また，GD
はリンパ節への移行性が特に高かった．OVA
ペプチドを結合した GD を投与することにより，

OVA 特異的免疫反応が増強し，かつ担癌マウ

スの腫瘍増殖を有意に抑制した．これらの結果

から，GD はリンパ節に抗原や核酸といった薬

剤を送達でき，抗原特異的免疫反応を誘導で

きるキャリアとしての有用性が示唆された． 
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